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■駅伝希望ふくしま……… ２ページ

■お知らせ………………… ８ページ

■ＴＯＰＩＣＳ…………… 11ページ

　10月12日（土）に行われた学習発表会。旧第１、第２、第３

小学校から受け継いだ伝統を発表し、各校の校歌と現在の川内

小学校の校歌を元気に歌いました。来場者の方は、久しぶりに

聴く旧小学校の校歌に懐かしさを感じていました。　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　関連ページ　11ページ

創立 10周年記念
　川内小学校学習発表会
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る
と
走
る
こ
と
が
楽
し
く
な
り
、
嬉
し
く

な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
学
校
駅
伝

の
県
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
結
果
は
残
念
な
が
ら
上
位
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
さ
ら
な
る
上
達
を
目

指
し
て
練
習
に
取
り
組
も
う
と
思
い
ま
す
。

　

ふ
く
し
ま
駅
伝
の
選
手
に
な
れ
る
よ
う

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

遠
藤
健
次

　
（
川
内
中
２
年
）

　

僕
は
、
こ
の
大
会

で
今
ま
で
の
練
習
を

し
っ
か
り
生
か
し
て
行
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
特
に
腕
の
振
り
方
や
走
っ
て
い
る

時
の
ペ
ー
ス
を
し
っ
か
り
考
え
て
大
会
に

臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
苦
し
く
て
も
途

中
で
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、
タ
ス
キ
を

つ
な
ぎ
、
上
位
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

三
瓶
将
也

　
（
川
内
中
１
年
）

　

７
月
27
日
に
初
め

て
、
チ
ー
ム
の
人
と

顔
合
わ
せ
を
行
い

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
各
地
域
で
練

習
を
重
ね
、
９
月
22
日
～
23
日
に
は
、
北

塩
原
村
で
行
わ
れ
た
合
同
合
宿
に
参
加
し
、

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
や
ロ
ー
ド
を
走
り
込

み
、
実
力
も
つ
け
ま
し
た
。
必
ず
レ
ギ
ュ

ラ
ー
を
勝
ち
取
り
、
区
間
賞
を
ね
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

第
25
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）

は
、
11
月
17
日
、
白
河
市
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
福
島
県
庁
前
を

ゴ
ー
ル
と
す
る
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

単
独
で
の
出
場
が
難
し
い
7
町
村
（
葛
尾
村
、
檜
枝
岐
村
、
湯
川
町
、
金

山
町
、
昭
和
村
、
三
島
町
、
川
内
村
）
の
合
同
チ
ー
ム
「
希
望
ふ
く
し
ま
」

と
し
て
出
場
し
ま
す
。
本
村
か
ら
は
６
名
の
選
手
を
登
録
し
、
川
内
村
の

代
表
と
し
て
襷
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

　

が
ん
ば
れ
「
希
望
ふ
く
し
ま
」

　

川
内
村
代
表
選
手
を
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

秋
元　

正
人

　

７
月
、
８
月
の
合

同
練
習
、
９
月
の
檜

原
湖
合
宿
、
10
月
の

選
考
レ
ー
ス
と
大
会

へ
向
け
チ
ー
ム
の
士
気
は
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
川
内
村
代
表
で
走
る
の
は
中
学
校
時

以
来
で
あ
り
、
あ
れ
か
ら
十
数
年
、
生
ま

れ
育
っ
た
故
郷
チ
ー
ム
で
走
る
事
に
闘
志

を
抱
い
て
い
ま
す
。
復
興
も
駅
伝
も
一
歩

ず
つ
前
に
進
む
の
は
同
じ
、
希
望
の
襷
を

つ
な
ぎ
ま
す
。

秋
元　

愛

　

昨
年
ま
で
双
葉
町

で
参
加
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
は
川
内

村
と
し
て
参
加
す

る
事
に
な
り
ま
し
た
。
７
町
村
合
同
チ
ー

ム
な
の
で
選
手
が
集
合
す
る
機
会
が
少
な

い
中
、
力
が
付
い
て
い
く
の
が
実
感
出
来
、

大
会
が
楽
し
み
で
す
。
川
内
村
代
表
と
し

て
、
ま
た
、
沢
山
の
支
援
し
て
下
さ
っ
て

い
る
ス
タ
ッ
フ
の
為
に
も
一
丸
と
な
っ
て

頑
張
り
ま
す
。

小
松
良
平

　
「
若
い
力
が
地
域

を
カ
エ
ル
」
私
た
ち

の
若
い
力
で
川
内

村
の
皆
さ
ん
に
笑

顔
を
贈
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
形
で
地
域
復
興
に
携
わ
る
こ
と
が

で
き
る
喜
び
と
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
く
れ

た
皆
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
見
せ
ま
し
ょ
う
！

川
内
の
底
力
！

西
山　

望

（
川
内
中
３
年
）

　

私
は
最
近
走
る

こ
と
が
楽
し
い
で

す
。
走
る
こ
と
が
好

き
に
な
っ
た
理
由
は
、
辛
い
練
習
を
乗
り

越
え
自
分
の
上
達
が
タ
イ
ム
で
わ
か
る
よ

う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
タ
イ
ム
が
縮
ま

11
月

17
日

開
催

が
ん
ば
れ「
希
望
ふ
く
し
ま
」

第
25
回
ふ
く
し
ま
駅
伝
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若い力がひとつに
第7回市町村対抗福島県軟式野球大会

　

第
７
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球
大
会
は
、
９
月
７
日
に
開

幕
し
、
15
日
葛
尾
村
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　

好
機
を
活
か
し
、
１
回
に
先
制
点
を
奪
う
と
、
４
回
、
６
回
に
も

そ
れ
ぞ
れ
６
点
を
奪
い
、
13
対
２
（
６
回
コ
ー
ル
ド
）
で
２
回
戦
へ

進
出
。
続
く
２
回
戦
は
、
28
日
い
わ
き
市
と
対
戦
し
ま
し
た
。
好
機

を
活
か
し
た
い
わ
き
市
に
６
点
を
奪
わ
れ
、
意
地
の
１
点
を
返
す
も

６
対
１
で
惜
敗
し
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
女
子
を
中
心
と
す
る
応
援
団
が
立
ち
あ
が
り
、
初
戦
か

ら
、
選
手
と
共
に
若
い
力
を
ひ
と
つ
に
、
川
内
村
の
た
め
頑
張
り
ま

し
た
。

　

選
手
と
応
援
団
が
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
た
川
内
村
は
、「
感
動

を
与
え
、
す
ぐ
れ
た
応
援
を
繰
り
ひ
ろ
げ
た
こ
と
」
が
認
め
ら
れ
、

福
島
民
報
社
よ
り
、
応
援
団
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

“若い力　ひとつに”

葛尾戦　バッター「佐久間　誠」内野手

勝利の栄誉をたたえ村民歌「ふるさと」斉唱

開会式入場行進

選手とともにがんばりました。応援団（チアガール） 最後に応援団へ感謝
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11
月
16
日
（
土
）
川
内
小
学
校
体

育
館
で
、千
葉
之
家
花
駒
座
に
よ
る
、

檜
枝
岐
歌
舞
伎
の
復
興
支
援
公
演
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

檜
枝
岐
村
に
農
民
芸
能
と
し
て
伝

わ
る
、
檜
枝
岐
歌
舞
伎
を
伝
承
す
る

千
葉
之
家
花
駒
座（
10
代
目
座
長
星

長
一
氏
）で
は
、東
日
本
大
震
災
に
よ

る
被
災
地
の
復
興
支
援
の
た
め
本
村

で
の
公
演
を
決
定
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
安
孫
子
亘
初
監
督
作
品

檜
枝
岐
歌
舞
伎
長
編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
「
や
る
べ
ぇ
や
」
の
上
映
、

寿こ
と
ぶ
き
し
き
さ
ん
ば
そ
う

式
三
番
叟
、
檜
枝
岐
歌
舞
伎
「
玉た

ま

藻も

の
前ま

え

旭
あ
さ
ひ 

の 

袂
た
も
と

道み
ち

春は
る

舘や
か
たの

段だ
ん

」

が
上
演
さ
れ
る
予
定
。

　

時
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
し
、
歴

史
が
息
づ
く
伝
統
芸
能
檜
枝
岐
歌
舞

伎
ぜ
ひ
御
観
覧
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

平
成
25
年
11
月
16
日（
土
）

　
　
　
　
　

開
場
12
時
30
分

　
　
　
　
　

開
演
13
時
30
分

●
場　

所　

川
内
小
学
校
体
育
館

●
入
場
料　

無
料　

■
問
合
せ　

川
内
村
教
育
委
員
会

　


０
２
４
０-

３
８-

３
８
０
６

＊駐車場については、川内小学校敷地内及び第3区山村活性化支援センター、かわうち草野心平記念館駐車場
を準備しておりますが、駐車場の混雑が予想されますので乗り合わせの上会場にお集まりください。

＊郡山、いわきからの送迎バスのご利用を希望した方については、乗車場所等後日郵送により、ご連絡させ
ていただきますのでお間違えのないようご利用ください。

＊長時間の観覧となりますので、座布団や飲み物など各自でご用意ください。
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東日本大震災に係る被災者生活再建支援金（基礎支援金）

の申請期間の延長について

集会所等環境放射線モニタリング記録
測定器：ＮａＩシンチレ－ションサーベイメ－タ（ＴＣＳ-172Ｂ）

№ 測定場所
測定日

平成25年10月１日（晴れ）
備考

1 第１区集会所玄関前 0.15 アスファルト
2 　　　　〃　　　　敷地中央（駐車場） 0.14 アスファルト
3 第一分団屯所車庫前 0.13 コンクリ－ト
4 第２区集会所玄関前 0.12 アスファルト
5 　　　　〃　　　　敷地中央（駐車場） 0.11 アスファルト
6 第ニ分団屯所車庫前 0.09 アスファルト
7 第２区長網集会所玄関前 0.18 土
8 　　　　　〃　　　　敷地中央（駐車場） 0.19 土
9 第３区集会所玄関前 0.12 滑り止めブロック
10 　　　　　〃　　　　敷地中央（駐車場） 0.14 アスファルト
11 第一機動分団屯所車庫前 0.11 コンクリ－ト
12 第三分団屯所車庫前 0.12 アスファルト
13 第４区集会所玄関前 0.14 土
14 　　　　　〃　　　　敷地中央（駐車場） 0.14 土
15 第四分団屯所車庫前 0.13 アスファルト
16 第５区集会所玄関前 0.18 アスファルト
17 　　　　〃　　　　　敷地中央（駐車場） 0.20 アスファルト
18 第五分団屯所車庫前 0.20 土
19 五社の杜サポ－トセンタ－玄関前 0.10 コンクリ－ト
20 　　　　〃　　　　　敷地中央（駐車場） 0.10 アスファルト
21 第５区宮ノ下集会所玄関前 0.17 土
22 　　　　〃　　　　　敷地中央 0.17 砕石
23 第６区集会所玄関前 0.16 砕石
24 　　　　〃　　　　　敷地中央（駐車場） 0.15 砕石
25 第六分団屯所車庫前 0.17 コンクリ－ト
26 第６区手古岡集会所玄関前 0.32 土
27 　　　　〃　　　　　敷地中央（駐車場） 0.32 砕石
28 第六分団手古岡屯所車庫前 0.35 土
29 第７区集会所玄関前 0.20 アスファルト
30 　　　　〃　　　　　敷地中央（駐車場） 0.20 アスファルト
31 第七分団屯所車庫前 0.20 土
32 第８区毛戸集会所玄関前 0.18 コンクリ－ト
33 　　　　〃　　　　　敷地中央（玄関前） 0.19 砕石
34 第八分団屯所車庫前 0.19 土
35 第８区五枚沢集会所玄関前 0.28 コンクリ－ト
36 　　　　〃　　　　　敷地中央（玄関前） 0.40 砕石

※測定値は、地上1.0ｍの高さの値です。
※観測日の天候については、役場の天候を基準としています。
※μSv/h

■問合せ　復興対策課除染係　0240-38-3804

■問合せ　住民課住民係　0240-38-2113

　被災者再建支援金

　東日本大震災等により住宅が全壊するなど、生活基盤に著しい被害を受けた世帯に対して支援

金を支給するものです。

　この申請期間が延長されました。

　基礎支援金（住宅の被害程度に応じて支給するもの）

　　　　　　　　平成27年４月10日まで延長されました。
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国民健康保険の手続きをお忘れなく

国保資格取得の届出

届出の必要な事柄 必要書類

他市町村から転入してきたとき 転出証明書

職場の健康保険をやめたとき 健康保険をやめた証明書（社会保険等離脱証明書）

子どもが生まれたとき 保険証、母子健康手帳

国保資格喪失の届出

届出の必要な事柄 必要書類

他市町村へ転出するとき 保険証

職場の健康保険に加入したとき 国保と職場の両方の保険証

死亡したとき 保険証、死亡を証明するもの

その他の届出

届出の必要な事柄 必要書類

住所、世帯主、氏名などが変わったとき 保険証

保険証をなくしたり、汚して使えなくなったとき 保険証、身分証明書（免許書など）

　次のような時は、国民健康保険の手続きが必要になります。手続きは、忘れずに14日

以内に届出しましょう。（届出の際は、下記の必要書類と印鑑を忘れずにご持参ください。）

■問合せ　住民課住民係　０２４０－３８－２１１３

障害年金のお知らせ

視野の障害の認定基準が変わりました
　平成25年６月１日から眼の障害認定基準

が改正されました。

　視野の障害の２級の基準が一部追加され

たため、今まで該当しなかった方が該当す

る可能性があります。

　ご不明な点は、年金事務所へお問い合わ

せください。

■問合せ　平年金事務所

　☎０２４６－２３－５６１１
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住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
、
戸
籍
謄
抄
本
等

の
証
明
書
の
交
付
請
求
の
際
に
ご
本
人
の
確

認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
人
確
認
の

で
き
る
書
類
の
提
示
を
求
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

  

本
人
に
な
り
す
ま
し
て
、
証
明
書
を
不
正

に
取
得
し
た
り
、
虚
偽
の
届
出
が
さ
れ
る
事

件
が
発
生
し
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

既
に
住
民
異
動
届
出
や
戸
籍
の
届
出
の
際
に

本
人
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
戸
籍
法

及
び
住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
伴
い
戸
籍

謄
抄
本
や
住
民
票
等
の
証
明
書
を
請
求
さ
れ

る
際
に
も
、
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
が
本
人
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。

  

役
場
窓
口
に
お
い
て
本
人
確
認
書
類
の
提

示
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
人
確
認
書
類
例

○
１
点
で
本
人
確
認
を
行
う
も
の

　

運
転
免
許
証
、
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
、
旅
券
、
外
国
人
登
録
証
、
身
体

障
害
者
手
帳
な
ど
官
公
署
が
発
行
し
た
本

人
の
写
真
が
貼
付
さ
れ
た
書
類
等

○
２
点
で
本
人
確
認
を
行
う
も
の

　

健
康
保
険
証
、
国
民
年
金
手
帳
、
国
民
年

金
証
書
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
、
学
生

証
、
資
格
証
明
書
な
ど
官
公
署
が
発
行
し

た
氏
名
、
生
年
月
日
等
が
確
認
で
き
る
書

類
等

　

な
お
、
郵
送
請
求
さ
れ
る
場
合
は
、
本
人

確
認
書
類
の
写
し
を
同
封
し
、
返
送
先
は
原

則
現
住
所
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

上
記
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
で
な
い
場

合
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

印
鑑
登
録
証
明
書
が
必
要
に
な
っ
た
時

　

必
ず
印
鑑
登
録
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

本
人
も
し
く
は
印
鑑
登
録
証
に
よ
り
委
任
さ

れ
た
方
へ
の
発
行
と
な
り
ま
す
。
登
録
印
だ

け
お
持
ち
に
な
っ
て
も
印
鑑
登
録
証
が
な
い

と
印
鑑
登
録
証
明
書
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
・
戸
籍
謄
抄
本
の
郵

送
に
よ
る
請
求
方
法

①
住
民
票
等
請
求
書
に
必
要
事
項
（
請
求
者

の
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・

続
柄
及
び
証
明
書
が
必
要
な
方
の
本
籍
、

筆
頭
者
氏
名
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
必
要

な
証
明
書
の
部
数
、
第
三
者
請
求
の
場
合

は
使
い
み
ち
）
を
記
入
し
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

②
手
数
料
と
し
て
料
金
分
の
定
額
小
為
替
を

郵
便
局
か
ら
購
入
し
同
封
し
て
く
だ
さ

い
。

③
返
信
用
封
筒
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

を
記
入
し
切
手
を
貼
っ
て
同
封
し
て
く
だ

さ
い
。（
重
さ
に
よ
り
切
手
の
料
金
が
不

足
す
る
場
合
は
、
受
取
人
払
い
に
よ
り
返

送
い
た
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

④
本
人
確
認
の
た
め
、
請
求
者
の
運
転
免
許

証
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・
健
康
保
険

証
等
（
現
住
所
の
記
載
が
あ
る
も
の
）
の

コ
ピ
ー
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

返
信
先
は
原
則
と
し
て
住
所
を
登
録
し

て
あ
る
と
こ
ろ
に
な
り
ま
す
。

①
住
民
票
等
請
求
書
、
②
定
額
小
為
替
、

③
返
信
用
封
筒
、
④
本
人
確
認
資
料
を
同

封
し
、
川
内
村
役
場
住
民
課
住
民
係
ま
で
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
先  

〒
９
７
９-

１
２
９
２

福
島
県
双
葉
郡
川
内
村
大
字
上
川
内
字
早
渡

11-

24　

川
内
村
役  

住
民
課  

行
き

※
な
お
、
相
続
な
ど
で
除
籍
謄
本
等
が
必
要

な
と
き
は
、
請
求
者
と
必
要
な
除
籍
謄
本
等

に
載
っ
て
い
る
方
と
の
関
係
が
分
か
る
戸
籍

謄
本
等
の
写
し
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■
問
合
せ  

川
内
村
役
場 

住
民
課 

住
民
係 

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
３

住
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
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お知らせ◆

11
月
の
賠
償
金
請
求
に
関
す
る

東
京
電
力
㈱
相
談
窓
口
の
開
設

　

東
京
電
力
㈱
で
は
、
次
の
日
程
で
賠
償
金

請
求
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
相
談
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
電
力
㈱
か

ら
郵
送
さ
れ
た
「
賠
償
金
請
求
の
ご
案
内
」

な
ど
の
関
係
資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
階
会
議
室
）

◆
日　

時　

11
月
７
日
（
木
）、
21
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

②
郡
山
市　

稲
川
原
仮
設
住
宅
集
会
所

◆
日　

時　

11
月
７
日
（
木
）、
21
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

③
郡
山
市　

若
宮
前
仮
設
住
宅
集
会
所

◆
日　

時　

11
月
７
日
（
木
）、
21
日
（
木
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

④
郡
山
市　

南
１
丁
目
仮
設
住
宅
集
会
所

◆
日　

時　

11
月
18
日
（
月
）、
25
日
（
月
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

⑤
い
わ
き
市　

四
倉
鬼
越
仮
設
住
宅
談
話
室

◆
日　

時　

11
月
９
日
（
土
）、
17
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
問
合
せ　

東
京
電
力
㈱
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　


０
１
２
０-

９
２
６-

４
０
４

　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

復
興
支
援
バ
ス
無
料
乗
車
証

発
行
の
お
知
ら
せ

　

新
常
磐
交
通
で
は
、
川
内
村
と
小
野
町
を

結
ぶ
路
線
バ
ス
を
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
に
運

行
し
て
お
り
ま
す
。
10
月
か
ら
、
こ
の
路
線

が
復
興
支
援
バ
ス
路
線
と
な
り
、
無
料
乗
車

証
を
お
持
ち
の
方
に
限
り
無
料
で
ご
乗
車
い

た
だ
け
ま
す
。
な
お
、
無
料
乗
車
証
は
川
内

村
役
場
復
興
対
策
課
復
興
係
窓
口
に
て
発
行

し
て
お
り
ま
す
。

　
〇
対
象
路
線　

「
川
内
～
神
俣
～
小
野
新
町
」

線〇
期　
　

間　

平
成
25
年
10
月
１
日
～
平
成

26
年
３
月
31
日

〇
対

象

者　

川
内
村
民
（
避
難
中
の
方
含

む
）

■
問
合
せ　

復
興
対
策
課
復
興
係

　

☎
０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
２

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

モ
リ
タ
ロ
ウ
寄
付
金

RAINBOW OF HOPE

代
表　

浦
川
秀
夫
さ
ん
よ
り
二
十
万
円

ご
寄
付
は
村
づ
く
り
な
ど
の
事
業
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
で
、
公
開
に
つ
い

て
確
認
が
で
き
た
方
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

手
続
き
を
す
る
こ
と
も
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ

う
。

■
問
合
せ　

住
民
課
税
務
係　
　

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
４

　

川
内
村
内
企
業
と
就
職
希
望
者
が

一
堂
に
会
し
、
個
別
面
接
・
選
考
・

企
業
説
明
を
行
う
就
職
面
接
会
を
開

催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

〇
日　

時　

平
成
25
年
12
月
５
日

（
木
）

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

〇
会　

場　

川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー　

２
階
大
ホ
ー
ル

〇
参
加
対
象
者　

　

川
内
村
に
就
職
を
希
望
し
て
い
る

方

　

平
成
25
年
中
に
住
宅
や
物
置
等
の

建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合
に
は
、
住

民
課
税
務
係

（

０
２
４
０-
３
８-

２
１
１
４
）

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
そ
の
際
現
状
を
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
登
記
を
し
て
い
る
家
屋
に

つ
い
て
は
、
法
務
局
へ
滅
失
登
記
の

「
川
内
村
企
業
就
職
面
接
会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

建
物
を
取
り
壊
し
た
際
は
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

〇
参
加
対
象
事
業
所　
　

川
内
村
の

事
業
所
、
ま
た
は
川
内
村
に
就
業

場
所
を
有
す
る
事
業
所
で
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
人
申
し
込
み
を

し
て
い
る
事
業
所
。

（
参
加
予
定
に
つ
い
て
は
、
11
月
18

日
以
降
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
岡
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

■
主　

催　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
岡
、

川
内
村

■
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
岡

　


０
２
４
６-

２
４-

３
０
５
５
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◆お知らせ

飲
料
水
・
沢
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

検
査
の
報
告
と
お
知
ら
せ

　

平
成
25
年
8
月
3
日
～
10
月
1
日
ま
で
の

水
質
検
査
は
、

井
戸
水
受
付
件
数
23
件

表
流
水
（
沢
水
・
引
き
水
）
受
付
件
数
３
件

を
行
い
、
結
果
は
す
べ
て
Ｎ
Ｄ
（
検
出
限
界

値
未
満
）
で
あ
り
ま
し
た
。

※
「
Ｎ
Ｄ
」
と
は
、
測
定
結
果
が
検
出
限
界

値
未
満
の
こ
と
で
、
検
出
限
界
値
は
、
測
定

機
器
や
測
定
条
件
に
よ
り
異
な
り
、
本
結
果

に
お
い
て
は
放
射
性
ヨ
ウ
素
及
び
セ
シ
ウ
ム

に
関
し
、
１
Bq
／
kg
未
満
に
な
り
ま
す
。

　

水
質
検
査
は
、
毎
週
月
曜
日
に
福
島
市
食

肉
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

飲
料
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
希
望
の
方

は
、事
前
に
住
民
課
に
連
絡
し
、２

の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
１
本
分
を
毎
週
金
曜
日
午
後
５
時

ま
で
、役
場
住
民
課
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
の
た
め
検
体
数
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

住
民
課
住
民
係

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
３

共
同
墓
地
除
染
と
上
川
内
地
区

道
路
除
染
を
実
施
し
ま
す

　

村
で
は
、
住
宅
除
染
や
農
地
除
染
等
に
引

き
続
き
、
墓
地
除
染
と
上
川
内
地
区
の
道
路

除
染
を
実
施
し
ま
す
。
墓
地
除
染
に
つ
き
ま

し
て
は
、墓
地
の
管
理
者（
各
行
政
区
長
等
）、

除
染
受
注
者
及
び
川
内
村
が
立
会
い
を
行

い
、
実
施
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
上
川
内

道
路
除
染
に
つ
き
ま
し
て
は
、
片
側
通
行
や

通
行
止
め
な
ど
の
交
通
規
制
を
行
い
な
が
ら

の
作
業
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
、
墓
地

除
染
や
道
路
除
染
に
よ
り
発
生
し
た
除
去
土

壌
等
の
一
時
保
管
や
運
搬
等
に
つ
い
て
、
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
併
せ
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

１　

除
染
実
施
期
間

①
道
路
除
染
：
平
成
25
年
10
月
20
日
～
平
成

26
年
３
月
30
日
ま
で

②
墓
地
除
染
：
平
成
25
年
11
月
１
日
～
平
成

26
年
３
月
17
日
ま
で

■
問
合
せ　

復
興
対
策
課
除
染
係

　


０
２
４
０-

３
８-

３
８
０
４　

双
葉
環
境
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

し
尿
汲
み
取
り
の
申
込
み
先
が
、
平
成
25

年
11
月
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
。な
お
、浄
化

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
強
化
週
間
の
実
施
に
つ
い
て

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
は
、
11
月
18
日
か
ら
11
月
24
日
ま

で
の
７
日
間
、
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と
し
て
、
夫
・

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な

ど
女
性
の
抱
え
る
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る

た
め
、電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
、

人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局
職
員
が
応
じ
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、強
化
週
間
の
期
間
以
外
の
日
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
。）
に
お
い
て
も
、
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
、
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
期　

間　

平
成
25
年
11
月
18
日
（
月
）
～

同
月
24
日
（
日
）
ま
で
の
７
日
間

■
時　

間　

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

　

た
だ
し
、
平
成
25
年
11
月
23
日
（
土
）
と

同
月
24
日
（
日
）
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
）

　


０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

■
問
合
せ　

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　


０
２
４-

５
３
４-

１
９
９
４

槽
清
掃
の
申
込
み
先
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
込
先

し
尿
汲
取
り　

公
揚
環
境
事
業
（
有
）　


０
２
４
６-

３
２-

２
４
３
０

浄
化
槽
清
掃　

公
揚
環
境
事
業
（
有
）


０
２
４
６-

３
２-

２
４
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４
６-

３
２-

２
３
１
８

※
余
裕
を
も
っ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

人
権
相
談
所
の
隔
月
開
設
の

お
知
ら
せ

　

い
わ
き
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
の
ご
厚
意

に
よ
り
偶
数
月
の
第
１
木
曜
日
に
人
権
相
談

所
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

人
権
相
談
所
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解

決
す
る
た
め
の
最
初
の
窓
口
と
し
て
、
経
験

豊
富
な
相
談
員
が
相
談
者
に
合
っ
た
解
決
法

を
提
案
い
た
し
ま
す
。

　

些
細
な
問
題
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

　

12
月
の
開
催
日　

　

平
成
25
年
12
月
５
日　

木
曜
日　

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　

１
階
小
会
議
室

■
問
合
せ　

住
民
課
住
民
係　

　


０
２
４
０-

３
８-
２
１
１
３
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◆お知らせ

平
成
25
年
度
福
島
県
狩
猟
が
解
禁

に
な
り
ま
す

　

福
島
県
で
は
、
平
成
25
年
11
月
15
日
か
ら

平
成
26
年
２
月
15
日
（
イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て

は
、
平
成
25
年
11
月
15
日
か
ら
平
成
26
年
３

月
15
日
）
ま
で
が
狩
猟
期
間
で
す
。

　

福
島
県
で
狩
猟
者
登
録
を
行
っ
た
者
は
、

こ
の
期
間
に
狩
猟
可
能
区
域
内
で
、
狩
猟
鳥

獣
を
対
象
に
定
め
ら
れ
た
猟
法
に
よ
り
狩
猟

を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

狩
猟
の
際
は
、
法
令
を
遵
守
し
、
安
全
第

一
と
マ
ナ
ー
に
十
分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
福
島
県
原

子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
を
踏
ま
え
、
次
の

点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
狩
猟
事
故
防
止
の
た
め
に

○
狩
猟
者
の
方
へ

・
山
林
で
は
森
林
施
業
、
工
事
及
び
測
量
な

ど
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
発
砲
に
際

し
て
は
矢
先
の
安
全
を
十
分
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

○
農
作
業
等
で
入
山
さ
れ
る
方
へ

・
入
山
さ
れ
る
際
に
は
、
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど

音
の
鳴
る
も
の
を
携
帯
し
、
迷
彩
服
な
ど

は
で
き
る
だ
け
避
け
、
目
立
つ
服
装
（
オ

レ
ン
ジ
色
の
帽
子
な
ど
）
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

福
島
県
生
活
環
境
部
自
然
保
護
課

　


０
２
４-

５
２
１-

７
２
１
０

NEXCO

東
日
本
か
ら
無
料
措
置

適
用
時
の
お
願
い

　

福
島
県
内
の
対
象
IC
を
入
口
ま
た
出
口
と

し
て
取
り
扱
う
通
行
料
金
が
、
平
成
26
年
３

月
31
日
ま
で
無
料
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
被

災
時
に
警
戒
区
域
等
に
居
住
さ
れ
て
い
た
方

が
、
被
災
後
に
運
転
免
許
証
を
更
新
さ
れ
た

場
合
は
、
被
災
時
の
居
住
地
が
確
認
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
別
途
「
住
民
票
の
写
し
」・「
被

災
証
明
書
」
な
ど
被
災
時
の
住
所
が
確
認
で

き
る
書
面
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
願
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

NEXCO

東
日
本
お
客
様
セ
ン
タ
ー

　


０
５
７
０-

０
２
４-

０
２
４

避
難
先
（
郵
送
先
）
届
出
の

お
願
い

　

役
場
か
ら
文
書
を
発
送
し
て
も
、
宛
先
へ

届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
避
難
先
や
、

村
か
ら
の
郵
送
先
に
、
変
更
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
住
民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
郵
便
局
な
ど
で
、
転
送
の
手
続
き

を
さ
れ
た
方
は
、
転
送
の
期
間
が
過
ぎ
る
と

郵
便
物
が
配
達
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

住
民
課
住
民
係　

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
３

な
ら
は
天
神
岬
温
泉
し
お
か
ぜ

荘
・
道
の
駅
な
ら
は
温
泉
入
浴
回

数
券
買
い
戻
し
の
お
知
ら
せ

　

天
神
岬
温
泉
し
お
か
ぜ
荘
と
道
の
駅
な
ら

は
の
営
業
再
開
に
見
通
し
が
立
た
な
い
こ
と

も
あ
り
、
未
使
用
回
数
券
を
お
持
ち
の
方
で

希
望
す
る
方
に
回
数
券
の
買
戻
し
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
回
数
券
に
有
効
期
限

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
各
自
保
管
し
て
頂
い
て

も
、
営
業
再
開
後
ご
利
用
で
き
ま
す
の
で
ご

安
心
く
だ
さ
い
。

■
買
戻
し
帰
還　

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

■
場　
　
　

所　

い
わ
き
市
平
上
荒
川
桜
町

22-

１

　

楢
葉
町
振
興
公
社
い
わ
き
事
務
所
２
階

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

財
団
法
人
楢
葉
町
振
興
公
社

　


０
２
４
６-

２
８-

５
９
４
５

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院 

か
ら
の
お
知
ら
せ

中
学
生
、
高
校
生
の
職
場
体
験
に
つ
い
て

　

当
院
で
は
、
毎
年
職
場
体
験
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
今
年
度
も
将
来
、
医
師
や
看
護

師
を
希
望
す
る
学
生
、
７
月
か
ら
９
月
に
か

け
て
合
計
68
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

看
護
体
験
で
は
、
食
事
介
助
や
車
椅
子
で

の
散
歩
な
ど
、
実
際
に
患
者
さ
ん
と
ふ
れ
あ

い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
体
験
を

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
働
く
こ
と
の
素
晴
ら

し
さ
と
社
会
の
厳
し
さ
を
学
ん
だ
」「
看
護

師
を
目
指
し
た
理
由
や
感
動
し
た
体
験
を
聞

け
て
参
考
に
な
っ
た
」等
の
感
想
が
聞
か
れ
、

こ
れ
ら
の
体
験
が
進
路
選
択
の
参
考
に
な
れ

ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

新
病
院
建
設
工
事
起
工
式
（
安
全
祈
願
祭
）

平
成
27
年
１
月
開
院
に
向
け
て
工
事
が
ス
タ
ー
ト

　

10
月
４
日
病
院
建
設
用
地
に
お
い
て
、
新

病
院
建
設
工
事
起
工
式（
安
全
祈
願
祭
）が
藤

井
文
夫
企
業
長
並
び
に
大
和
田
昭
理
事
長

（
小
野
町
長
）を
は
じ
め
、企
業
団
議
会
、公
益

財
団
法
人
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
理
事
長
、
地
元

関
係
者
な
ど
が
列
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
病
院
は
、平
成
27
年
１
月
開
院
予
定
で
、

建
設
工
事
の
進
捗
状
況
は
公
立
小
野
町
地
方

綜
合
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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①ストーブの周囲には、燃えやすいものを置かない。

②風の強い日や燃えやすい物のそばでたき火をしない。

③タバコの吸い殻をゴミ箱に捨てない。寝たばこをしない。

浪江消防署からのお知らせ

火災が発生しやすい季節を迎えるにあたり、ひとり一人が、

火災予防に対する意識を持つことで、火災による悲惨な焼死

事故や貴重な財産の損失を防ぎ、放火されにくい、「火災に強

い街づくり」へと繋がります。

火災が起きないよう、家族、地域などで防火について考えて

みましょう。

火災予防のポイント

秋の全国火災予防運動が始まります １１月９日～１５日

②風の強い日や燃えやすい物のそばでたき火をしない。

③タバコの吸い殻をゴミ箱に捨てない。寝たばこをしない。

④ガスコンロから離れる時は、必ず火を消す。

⑤家の周りに燃えやすいものを置かない。

⑥放火されない環境づくりを心掛ける。

［問合せ］浪江消防署・富岡消防署川内出張所 ☎ ０２４０－３８－２１１９

～
と
ど
け
感
動
！
ひ
び
け
心
に
！
未
来
へ
歩
む
川
内
っ
子
～

川
内
小
学
校
創
立
10
周
年
記
念　

学
習
発
表
会
開
催
！

　

10
月
12
日
（
土
）
に
川
内
小
学
校
、

か
わ
う
ち
保
育
園
の
合
同
に
よ
る
学
習

発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
１
年
生

の
可
愛
ら
し
い
開
幕
劇
に
始
ま
り
、
３

匹
獅
子
に
よ
る
獅
子
舞
や
川
内
音
頭
に

合
わ
せ
た
踊
り
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

保
育
園
児
に
よ
る
可
愛
ら
し
い
歌
や
演

技
に
は
、
会
場
が
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
創
立
10
周
年
記
念
演
目
と
し
て
、

川
内
第
一
、
第
二
、
第
三
小
学
校
の
歴

史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

校
歌
を
歌
い
、
未
来
へ
つ
な
ぐ
川
内
小

学
校
と
し
て
発
表
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
５
・
６
年
生
に
よ
る
劇
で
は
、「
未

来
に
つ
な
が
る
過
去
に
す
る
た
め
今
を

が
ん
ば
る
！
」
そ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

あ
り
ま
し
た
。
笑
い
あ
り
涙
あ
り
、
ご

来
場
い
た
だ
い
た
１
０
０
名
を
超
え
る

皆
さ
ん
に
感
動
を
届
け
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ご
来
賓

の
皆
様
、
保
護
者
の
皆
様
、
そ
し
て
学

習
発
表
会
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
た

村
民
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲終わりの言葉（６年生）

▲

川
っ
こ
忍
者

　
　
　

（
２
年
生
）

▲

秋
の
歌

　
　
　

（
保
育
園
）
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仮称「かわうち葬祭センター」建設事業に関する基本協定締結

交通事故ゼロめざし！交通安全テント村実施！

災害時の家族等の安否確認手段として「特設公衆電話」

　

平
成
25
年
９
月
18
日
午
前
11
時
か
ら
、
役
場
大
会

議
室
に
お
い
て
、
川
内
村
と
ふ
た
ば
農
業
協
同
組
合

の
間
で
、
葬
祭
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
に
関
す
る
基
本

協
定
締
結
式
が
、
遠
藤
雄
幸
村
長
及
び
ふ
た
ば
農
業

協
同
組
合
志
賀
秀
榮
代
表
理
事
組
合
長
、
村
議
会
か

ら
西
山
東
二
議
長
の
臨
席
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
建
設
に
関
す
る
協
議
を
進
め
て
い
ま

し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
で
中
断
し
、
事
故
後
、
田
村
市

等
の
葬
祭
場
を
利
用
し
て
執
行
し
て
い
た
も
の
の
、

利
便
性
等
の
問
題
か
ら
更
に
村
民
か
ら
の
要
望
が
強

く
な
り
、
建
設
に
向
け
た
協
議
を
再
開
し
て
い
ま
し

た
。

　

葬
祭
場
は
、
ふ
た
ば
農
業
協
同
組
合
川
内
支
店
の

旧
野
菜
集
荷
場
を
式
場
に
改
築
し
、
隣
に
控
室
や
事

務
室
等
が
入
る
管
理
棟
を
新
築
し
ま
す
。

　

帰
村
の
環
境

整
備
と
利
便
性

を
図
っ
て
い
く

た
め
今
回
の
建

設
事
業
協
定
で

地
元
優
先
の
資

材
確
保
や
雇
用

促
進
等
を
盛
り

込
ん
で
い
ま

す
。

　

な
お
、
10
月

か
ら
事
業
に
着

手
し
来
年
３
月

の
供
用
開
始
を

目
指
し
ま
す
。

　

９
月
29
日(

日)

に
役
場
前
国

道
３
９
９
号
線
で
、
猪
狩
貢
副
村

長
、双
葉
警
察
署
中
川
修
副
署
長
、

富
岡
地
区
交
通
安
全
協
会
根
本
充

春
会
長
や
川
内
中
学
校
高
濱
俊
彦

校
長
の
ご
協
力
の
も
と
、
交
通
安

全
協
会
川
内
分
会
と
交
通
安
全
母

の
会
主
催
の
テ
ン
ト
村
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

秋
元
政
志
川
内
分
会
長
が
実
施

に
先
立
ち
あ
い
さ
つ
し
、
母
の
会

の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
交
通
安
全

啓
発
チ
ラ
シ
や
反
射
材
、
懐
中
電

灯
、
ボ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

を
ま
と
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
配
布

し
ま
し
た
。

　

本
村
で
は
、
重
大
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
に
、
避
難
所
等(

村
内
21
箇
所)

に
お
い

て
避
難
者
が
安
否
確
認
等
の
連
絡
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
設
備
を
速
や
か
に
設
置
で
き
る

よ
う
、
災
害
が
発
生
し
た
際
の
非
常
用
電
話

（
特
設
公
衆
電
話
）の
設
置
・
利
用
に
つ
い
て
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
い
わ
き
支
店
と
10
月
10
日
に

覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

特
設
公
衆
電
話
は
、
災
害
救
助
法
が
適
用

さ
れ
る
程
度
の
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
臨

時
に
避
難
所
等
へ
設
置
し
避
難
者
が
無
料
で

使
用
で
き
る
公
衆
電
話
で
す
。

　

災
害
時
に
も
つ
な
が
り
や
す
い
災
害
時
優

先
電
話
で
あ
り
、
避
難
者
の
た
め
の
有
効
な

通
信
手
段
と
し
て
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す

が
、
災
害
発
生
直
後
に
、
迅
速
に
設
置
す
る

こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
避
難
所
へ
専

用
の
電
話
回
線
を
敷
設
し
、
避
難
所
開
設
後

直
ち
に
電
話
機
を
設
置
し
、
避
難
者
の
利
用

を
可
能
に
す
る
も
の
で
す
。
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かわうち　食の魅力発見！セミナーを実施

人を繋ぐ、心を繋ぐ、町を繋ぐ
2013デイリリー・アート・サーカス

　

９
月
24
日
～
26
日
の
３
日

間
、
復
興
支
援
と
し
て
、
デ
イ

リ
リ
ー
・
ア
ー
ト
・
サ
ー
カ
ス

事
務
局
の
地
主
林
太
郎
さ
ん
を

は
じ
め
、
福
島
県
立
博
物
館
の

金
澤
文
利
さ
ん
の
お
心
遣
い
に

よ
り
、
か
わ
う
ち
保
育
園
、
な

か
よ
し
館
及
び
村
民
体
育
セ

ン
タ
ー
で
２
０
１
３
デ
イ
リ

リ
ー
・
ア
ー
ト
・
サ
ー
カ
ス
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

デ
イ
リ
リ
ー
・
ア
ー
ト
・
サ
ー

カ
ス
は
、
被
災
地
の
小
中
学
校

や
避
難
所
を
巡
回
し
、
子
ど
も

た
ち
や
見
る
人
を
楽
し
ま
せ
、

癒
し
て
く
れ
る
と
て
も
素
敵
な

企
画
で
す
。
今
回
は
兵
庫
県
か

ら
福
島
県
、
岩
手
県
へ
と
20
日

間
展
覧
会
を
開
き
各
地
で
人
、

心
、
町
を
繋
ぎ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
も
バ
ル
ー
ン
ロ

ボ
ッ
ト
「
ｂ
ａ
ｂ
ｏ
ｔ(

バ

ボ
ッ
ト)

」
の
展
示
、
Ｌ
Ｅ
Ｇ

Ｏ
ブ
ロ
ッ
ク
で
１
０
０
グ
ラ
ム

丁
度
の
作
品
作
る
「
１
０
０
グ

ラ
ム
Ｔ
Ｏ
Ｙ
」
友
達
の
い
ち
ば

ん
い
い
と
こ
ろ
な
ど
を
み
つ

け
、
表
彰
す
る
「
み
ん
な
い
ち

ば
ん
」
な
ど
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

９
月
15
日
（
日
）
に
、『
２
０
１
３

か
わ
う
ち
復
興
祭
』
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
「
か
わ
う
ち　

食
の
魅
力
発
見
！

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年

の
復
興
祭
は
、
水
稲
や
そ
ば
の
作
付
け

再
開
、
植
物
工
場
野
菜
の
販
売
開
始
な

ど
、
特
に
「
農
」
の
復
興
が
進
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、「
農
と
食
」
に
重
点
を

置
い
た
イ
ベ
ン
ト
内
容
で
企
画
し
、
村

民
が
か
わ
う
ち
の
食
の
魅
力
に
気
付

き
、
風
評
被
害
に
負
け
な
い
食
を
作
る

た
め
の
ヒ
ン
ト
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
く
た
め
、
福
島
県
古
殿
町
出
身
の
料

理
人
『
分
と
く
山　

総
料
理
長　

野
崎

　

洋
光
さ
ん
』
を
講
師
に
迎
え
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
台
風
18
号
の
影
響
に
よ

り
開
始
30

分
前
ま
で

大
雨
が
降

る
悪
天
候

の
中
で
し

た
が
、
約

30
名
の
村

民
が
集
ま

り
、
野
崎

さ
ん
か
ら

「
川
内
村

の
食
の
安

全
を
ど
う

発
信
す
る

か
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
川
内
村
の
食

の
再
構
築
、
魅
力
再
発
見
の
ヒ
ン
ト

に
つ
い
て
の
講
話
と
、
川
内
村
の
食

材
を
使
っ
た
商
品
開
発
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
、
実
際
に
料
理
を
調
理
し
な
が

ら
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
普
段
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
有
名
料
理
人
の
仕
事
に
、
メ

モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
聞
い
た

り
、
質
問
を
し
た
り
し
、
ま
た
、
試

食
で
は
「
美
味
し
い
」
の
連
発
で
し

た
。
今
後
、
参
加
者
を
中
心
に
川
内

村
の
「
農
と
食
」
の
ブ
ラ
ン
ド
が
築

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

babot（巨人）と
記念撮影

「みんないちばん」表彰式
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社会福祉協議会◆

次の方から、ご寄付をいただきました。

厚く御礼申し上げます。

◆ご 遺 志 金 
　・渡邉　昭男様　（上ノ台）

　　故渡邉　昭様ご遺志

　・猪狩　　幸様　（早渡）

　　故猪狩　久子様ご遺志

　・秋元　ヨネ子様　（林）

　　故秋元　英男様ご遺志

◆一般ご寄付 

　・望月　威男様（静岡市）　

　　㈱イシフクフタバ会長

　・望月　隆司様（田村市）

　　イシフクフタバ代表取締役

◆物品ご寄付
　・遠藤　洋子様（久保）タオル

　身近な方との交流や仲間づくりや楽しい話し合いの機

会を持つ、ふれあい・いきいきサロンの11月の予定につ

いてご案内します。対象地区の高齢者であれば、どなた

でも参加できますので、お気軽にご参加ください。

期日・場所

　11月14日（木）午前10時　

　　第３区山村活性化支援センター

　　２区・３区・４区の高齢者対象

　11月21日（木）午前10時

　　１区集会所

　　１区の高齢者対象

高齢者ふれあい・

いきいきサロンのご案内

　10月８日喜多方市プラザ文化セ

ンターにおいて、高齢者芸能発表

大会が開催され、41組が舞踊や郷

土芸能を披露しました。

　本村からは、川内村老人クラブ

連合会女性部６名が出演し、今回

初めて振付をした舞踊、「川内小唄」

を披露し、参加者約1,400人から大

きな拍手をいただきました。

　９月26日、３区山村活性化支援センター

において高齢者ふれあい・いきいきサロン

開催時、福島県消費生活センターの穂住氏

にお越しいただき、「悪徳商法の手口と対

策」について、講話いただきました。参加

者は、DVDを使っての話に、とても分か

りやすかったと話されていました。

第17回福島県高齢者芸能発表大会開催

出 前 講 座 受 講


